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あれこれ紹介
放射線室編

MRI
と
CT
検
査
の
様
子

坂総合病院の放射線室ではX線、
CT、MRI、マンモグラフィなど
画像診断、心臓カテーテル検査、
術中イメージなどの支援、核医
学検査など多岐にわたる診療サ
ポートを担っています。
また、放射線を扱うため、安

全管理も重要な役割の一つです。
患者さんや医療スタッフの被ば
くを最小限に抑えるため、機器
管理や線量管理を日常業務とし
て行っています。さらに、私た
ち診療放射線技師は常に最新の
知識と技術を取り入れながら、
診断に必要な画像の提供を心掛
けています。

▶
骨
密
度
検
査
も
行
っ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
に

こ
の
よ
う
な
レ
ポ
ー
ト
を
お
渡
し
し
て
い
る

技師の仕事は機械操作だけで
はなく、患者さんが不安なく検
査や治療をうけられるように説
明や声掛けをおこない、安心し
てもらうことも工夫して行って
います。
最後に、私たちは専門性と確

かな技術を持って医師、看護師、
臨床検査技師など他職種と連携
し、チーム医療の一員として
日々楽しく働いています。

文：診療放射線技師 三塚 昂

心
臓
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テ
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の
様
子
▶

反
対
側
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一
部
屋
あ
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2
件
同
時
に
検
査
も
行
え
る
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原水爆禁止2025世界大会に参加して
文：看護師 佐藤伴和

このたび、病院代表として広島で開催された「原水爆禁止2025世界大
会」に参加しました。

初日は被爆者の木村さんから証言を伺い、「語ることは辛いが継承し
なければならない」という言葉に深く心を打たれました。被爆者は高
齢化が進み、直接証言を聞ける機会が減ることに強い危機感を覚えま
す。

2日目は広島平和記念館を見学し、「核兵器禁止条約に参加する日本
を非核日本キャンペーン」に参加しました。原爆投下は人類史上最も
残酷な行為であり、二度と繰り返してはならないと改めて痛感しまし
た。核や戦争に費やす資金を、命を守る仕組みにこそ注ぐべきだと感
じました。また、被爆者は爆心地で直接被爆した人だけでなく、黒い
雨による被爆者や胎内被爆者など、社会に十分認知されず苦しんでい
る人々がいることも知りました。

3日目のヒロシマデー集会では、
多くの人々が未来の平和のために
行動している姿に感銘を受けまし
た。大会は過去を悼むだけでなく、未
未来のために開かれている場です。

これから医療に携わる学生の皆さ
んへ。医学の進歩も、平和なくし
ては命を守れません。医療者は命
を救うだけでなく、その命が安心
して生きられる社会を守る責務が
あります。「平和こそ医療の土台」
であることを胸に、次世代へ思い
をつないでほしいと感じました。

被爆80周年原水爆禁止2025
世界大会が開催されました



先輩医師が模擬患者を演じ、

1年目が診察・治療方針を決めます
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青年医師の会 OSCE

診察で良かった点・改善点を同期・先輩

からフィードバックを受けます

初期研修医のためのOSCEは第3回までを終え、着々と

力を身に付けています！当直帯に来院した患者さんの対
応という設定で行います。
1年目研修医からは「患者さんが痛みでパニックになって
いると自分も焦ってしまうので冷静に対処できるようになりた
い 」「患者さんとの適切なコミュニケーションを心がけたい」
などの声が挙がりました。
先輩医師からは「1年目は見習い当直を経験し、困った時
も上手く相談できるようになってきたと思う。みんな優秀で
驚いたし自分も頑張ります！」「このOSCEを振り返りながら
沢山経験を積んでレベルアップしていって欲しいです！」な

どの感想と共に実践的なアドバ
イスも挙がりました！
お互いを高め合える関係性
が素晴らしく、仲の良さが伝
わってきます！✨
少しずつ経験を積みながら
日々成長中です！！
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和気あいあいとした雰囲気でワークショップに
取り組んでいました！

坂総合病院で行われている学習時間の中で「ワークショップで伝えてみよう
～病院の仕事、強みについて～」と題してワークショップを行いました。ワーク
ショップを通して、坂総合病院の素敵な魅力がたくさん見つかりました！

職員の皆さんから出た意見を一部紹介いたします！

・地域に根差しており、信頼が厚い。
・差額ベッド代を算定していない、無料低額
診療の実施などを行っている。
・外来～入院まで対応しており、継続的な医
療が可能。
・仲が良い雰囲気！フレンドリーな人が多く、
職種の壁があまりない。
・キャリアアップできる環境がある。
・多職種・地域で研修医を育て受け入れる
体制。
・研修制度の充実。
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2年目の抱負

稗田 礼文先生

三浦 友裕先生

研 修 医

Q1:研修1年目を振り返っての感想を教えてください。
研修医1年目では、緊急対応で瞬時に判断を求められる
場面を多く経験しました。
学生時代は知識を得ることが主でしたが、現場では状況に
応じて素早く知識を引き出すことが重要だと学び、医師とし
ての責任の重さを改めて痛感しています。

Q2:今後の目標や抱負を教えてください！
2年目では緊急対応に加えて、日常診療でも患者さんと
より深く向き合いたいと考えています。
先日第一子が誕生し、改めて命の尊さを実感しました。
この経験を胸に、命を扱う仕事の意味を日々考えながら、
診療にあたりたいです。

Q1.研修1年目を振り返っての感想を教えてください。
私は研修1年目で、刻一刻と病状が変化するような救急疾患
から長期的なフォローを必要とする慢性疾患まで幅広く経験
させて頂き、自分の知識不足・経験不足を痛感しました。
足りないものを補いつつ、日々の業務をなんとか行なってい
くことに精一杯で、気づいたら1年間の研修が終わっていま
した。

Q2. 今後の目標や抱負を教えてください！
2年目では、1年目の研修で自覚した自分の苦手分野の克服
と専攻分野の勉強を進めつつ、1年目より広い視野で患者さ
んの悩みや問題点をキャッチ出来るような医療を心掛けてい
きたいと考えています。

初期研修医2年目のお二人に
1年目の振り返りと今後の抱負をお聞きしました。

初期研修期間も
終盤に差し掛かりました。

ご協力ありがとうございました。

笑顔のお写真 もご提供いただきました♪

お二人の今後益々の
ご活躍を期待しています！

2025年9月1日 医学生だより「坂坂」



8

2025年9月1日 医学生だより「坂坂」

★お問合せ・お申込み先★
宮城県民主医療機関連合会 医学生担当まで

〒985-0835 宮城県多賀城市下馬1-10-6 宮城民医連事業協同組合3階

TEL022-352-3277 FAX022-352-3328
Mailigakusei@miyagi-min.com

過去の坂坂も
こちらから見れます！⇒

次回の坂坂の発行は2026年1月の予定です。

X(旧ツイッター)

@netbanban

医療情報や企画案内・病院紹介を配信中！

10名の方に500円のクオカードをプレゼント！
回答は矢印先のQRからお願いします！

第一問
駅の構内で中年男性が倒れています。最初に確認することは？
①意識状態の確認 ②脈の確認 ③呼吸の確認

第二問
乳歯について正しいものは？
①32本
②10歳頃から永久歯に生え変わり始める
③生後6～8か月から生え始める

第三問
大正4年、日本の病理医・山極勝三郎が実験動物を使って世界で初めて人工的に
引き起こすことに成功した病気は？
①脳梗塞 ②結核 ③癌

学生向け！挑戦してみよう

mailto:igakusei@miyagi-min.com

